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（AOTS）関西研修センター、大阪大学、筑波大学（非常勤）等
を経て、国際交流基金日本語国際センター専任講師（2009～
2015）。出産・子育てを契機に2021年に個人事業「日本語サー
ビスYOU&I」を立ち上げ、子育てをする外国人保護者への言語
サービス、地域社会へ向けた「やさしい日本語」研修などを行
う。その他、埼玉県地域日本語教育コーディネーター。文化庁
「日本語教育の参照枠」における「生活Can do」作成チームア
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夏期研修Ⅰ【講義５】

地域日本語教育のプログラムデザイン②
「生活 Can do」に基づく日本語教育プログラムデザイン

関崎友愛（日本語サービスYOU&I 代表）

「令和５年度現職日本語教師研修プログラム普及事業」
 地域日本語教育コーディネーター研修

この動画は2023年に収録されました。
講義番号、事業年度は収録時のものです。ご了承ください。
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講義の流れ（４５分）

１．地域日本語教育に求められる今後の方向性
２．日本語教育の参照枠における「言語教育観」の確認
３．「生活Ｃａｎ ｄｏ」とは
４．「生活Ｃａｎ ｄｏ」を参照する際の留意点

５．「生活Ｃａｎ ｄｏ」に基づく地域日本語教育プログラムデザイン
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１．地域日本語教育に求められる今後の方向性
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２．日本語教育の参照枠における言語教育観

出典：日本語教育の参照枠 報告（文化庁 令和３年10月12日)p.6
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/kokugo/hokoku/pdf/93736901_01.pdf
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行動中心アプローチ・課題遂行を目標
とした学習活動
子育て・教育に関する日本語の知識の
獲得だけにとどまらず、日本語を使っ
て子育てや教育に参加できるように

必要に応じて柔軟に多言語対応も
日本語母語話者のように日本語を使う
ことだけを目標としない
日本人と同じ方法・手段で子育てをす
ることを求めない
子育てにおいて日本語の使用だけを求
めない

＜考えてみよう＞
例：日本で子育てをする外国人保護者を対象とし
た地域日本語教育プログラムのデザインをする際
に
どのような視点が必要となるか？

社会参加・自己実現のための日本語学習
外国人保護者が日本で子育てをする際
に、我慢を強いられたり、不自由さを感じ
たり、諦めたりすることなく、自分らしく自
由に子育てができるようになるための日
本語教育プログラムを立案し、実践する
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３．

出典：文化庁 日本語教育コンテンツ共有システム NEWS 「生活Cando説明資料」より
https://www.nihongo-ews.bunka.go.jp/infomation/framework_of_reference#life

生活Cando
一覧（Excel
データ）は、
文化庁HPよ
りダウンロー
ド可能

↓
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出典：「地域における日本語教育の在り方について」（報告）（令和4年11月29日）p79/81
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/kokugo/hokoku/pdf/93798801_01.pdf
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出典：「地域における日本語教育の在り方について」（報告）（令和4年11月29日）p79/81
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/kokugo/hokoku/pdf/93798801_01.pdf
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④生活上の行為の事例
大分類・中分類・小分類・

事例１（上位項目）・事例２（下位項目） 

①言語活動
「聞くこと」「読むこと」「やり取り
（話すこと）」「発表（話すこと）」

「書くこと」の５種類 

②カテゴリー
５つの言語活動ごとの

主な活動例の分類

③レベル
「日本語教育の参照枠」の日本語能力
の熟達度を示すレベル Ａ１、Ａ２、Ｂ１、Ｂ２

（Ｂ２は一部のみ。） 
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４．「生活Ｃａｎ ｄｏ」を参照する際の留意点
●想定される利用者と参照の目的
① 地域日本語教育コー

ディネーター、日本語教師、

学習支援者

• カリキュラムやコースを
デザインするため。

• 学習活動を設計するた
め。

• 日本語学習者が生活場

面で必要となる言語行
動を具体的に把握する
ため。

②日本語学習者 

・今自分が日本語でどの
ようなことができるのか
を把握するため。

・日本語学習の際の目標
を設定するため。

・学んだことをどのくらいで
きるようになったのかを
把握するため。

③ 行政担当者 

地域に在住する外国人等
が、日常生活でどのよう
なことを日本語で行うこ
とが求められているのか
を具体的に把握し、地域
の多文化共生に関する

施策立案（目的・対象別
の日本語教室、通訳者・
翻訳者、生活ガイダンス
講座等の設置など）に
生かすため。 

④ 学習者の周りの人々 

日本語を学んでいる人が、
今、どのようなことを学ん
でいるのかを具体的に
把握し、日本語でできる
こと、できないことを意識
し、会話などを調整しな

がらコミュニケーションを
進めていくため。

出典：「地域における日本語教育の在り方について」（報告）（令和4年11月29日）p82
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/kokugo/hokoku/pdf/93798801_01.pdf
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●「生活Can do」に挙げられている言語行動は、
日本語学習者が日本語でできるようにならなければならない行為の
一覧ではない。また、網羅的なものではない。

●日本語学習は Can do で示した言語活動のみで進められるものでは

ない。

それぞれの地域の状況や
学習者のニーズに応じて

「生活Can do」を取捨選択・追加する

４．「生活Ｃａｎ ｄｏ」を参照する際の留意点
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５．「生活Ｃａｎ ｄｏ」に基づく
地域日本語教育プログラムデザイン

方法１： 「生活Can do」を各ユニットの「学習目標」として取り入れる

方法２： 「生活Can do」を活動内容の参考にする

方法３： 「生活Can do」を行政や他の関連機関との連携に活用する
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―子育て中の保護者のための生活日本語コース（到達目標：A２）の場合―
＜コース全体のデザイン＞
①コース全体の到達目標の設定

全体的な尺度、参照枠Can doを参考に

②各ユニットの学習目標・活動内容の設定
生活Can doのうち「子育て・教育を行う」Can doを中心に選択

③評価方法の設定
パフォーマンス評価・ルーブリックによる自己評価・ポートフォリオなどを
組み合わせる

方法１： 「生活Can do」を各ユニットの「学習目標」として取り入れる
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１ユニットの例（２時間×２回）
【学習目標】
「生活上の行為の事例」のうち、扱いたい事例のCan doを選択する（「子育て」A2）／
またはCan doを参照して新規Can doを作成する

【学習内容・活動】
【学習内容】
①子供の体調・病気に関する語彙・表現
②日本の保育園・幼稚園事情：

登園不可の条件（発熱・風邪症状など）
③園を欠席する場合の連絡の仕方

（電話／連絡アプリ）
④園からの電話に対応する会話練習

・すぐに迎えに行けない場合
・他の人に迎えに行ってもらう場合 など

●目標Candoを達成するために必要となる
学習内容・学習言語項目を決める

●生活・文化・社会的情報（日本社会や日
本の文化・習慣、地域の生活に関する知
識）を取り入れる
※必要に応じて学習者が理解できる言語
等で提供することが望ましい

●学習者を取り巻く実際の場面を想定した
活動を 17



〇関連Can doを探して参照することで、学習内容に広がりを持たせることが
できる

●各ユニット内に複数のCan doを目標とした
活動を行ってもよい

●関連する他のCan doを参照することにより、
１つのユニット（例えば「子どもの病気」）の
学習内容に広がりを持たせることができる

●連続する２～３ユニットで関連するCan doを
扱うのもよい

●各ユニットでは導入（アイスブレイク）→受容
（読む・聞く）→産出（話す（やり取り・発表）・
書く）の順番に活動をデザインすると活動が進
めやすく、学習者の達成感も生まれやすい
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〇同じ事例内の前後のレベルのCan doを参照することで、レベル感・成長イ
メージを把握することができる

A1:基本的な言い回し・日常表現
必要最低限の生活ができる

A2:日常的な範囲で簡単なやり取り
社会に関わりながら生活の幅を広げる

B1:日常生活に柔軟に対応できる
社会に積極的に関与していく

B2:自己の視点を明確に詳細に述べる
自己表現し社会で活躍できる
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活動例： 住んでいる地域にどんな公園があるか、どんな遊び場があるか
を調べるフィールドワーク

案①：インターネットで地域の公園や遊び場について調べ、
実際に行って写真を撮ってきて教室で紹介し合う

案②：公園などに出向き、子供を遊ばせている日本人保護者に
おすすめの遊び場についてインタビューをし、得た情報を
ワークシートにまとめる

→活動を通して、地域の子育て支援センター、児童館のスタッフ、他の保護者などと
コミュニケーションを取れるようデザインすることで、学習者が教室外にも顔見知りを
増やすことにつながる（地域日本語教室が地域社会との橋渡し役となる）

【重要なポイント】
学習を教室の外へ！

学習者をいかに外の社会
とつなげるか。

学習者の社会参加につな
がる活動を取り入れる！

方法２： 「生活Can do」を活動内容の参考にする
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考えられる他の活動例

・地域で活動する子育てサークル等と協力し、子育て情報交換会を実施する
・未就園児の子を持つ保護者を招き、地域の小児科の情報や、子供が体調
不良時の対処法について話し合う座談会を実施する

・看護師、保健師、助産師などに協力を依頼し、「子供が病気になった時の

対処法」に関するやさしい日本語による勉強会を実施する
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• 地域日本語教室は、地域における日本語教育活動を充実させるために
多様な機関との連携が求められている
• そのために地域日本語教育コーディネーターは日本語教育活動を
地域社会と結び付けてデザインしていくことが必要

• 地域には多様なリソースがあり、それらを有機的につなげ、豊かな教育活動
を行うことが望まれる

方法３： 「生活Can do」を行政や他の関連機関との連携に活用する

教育委員会
小・中・高等学

校

外国人を雇用
する企業・事業

者
幼稚園 保育園

日本語教育機
関

日本語教師養
成機関

大学
子育て支援セ

ンター

保健センター 児童館 スーパー コンビニ 飲食店 警察 消防署 銀行 郵便局

公共交通機関
会社

社会福祉協議会
（ボランティアセ
ンターなど）

地域のNPO団
体・ボランティア
団体・サークル等

病院（地域のクリ
ニック・歯医者、
皮膚科、産院等）

薬局・薬店
外国人コミュ

ニティ

塾・子供向け
の各種スクー

ル

町内会（自治
会）

ファミリーサ
ポートセンター
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（B1レベルに到達していない）外国人保護者にとって、日本の保育園・幼稚園の制度などの情報への

アクセスが容易ではないことが想像できる

・各自治体の保育課等（名称は地域によって異なる）と連携し、外国人保護者向けの保育園入園手続き

説明会を企画する

・地域の幼稚園と連携し、外国人保護者向けの入園までの流れや手続き、入園条件などについての説明会

を企画する

・日本語（やさしい日本語含む）による情報提供だけでなく、他の関連機関が作成した多言語のツール等を

地域日本語教育に柔軟に取り入れ、有効活用することが大切

・地域日本語教室から各関連機関に向けて外国人対応の方法を示したり、多文化共生意識を啓発すること

も重要

考えられる他機関との連携の一例
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多言語ツールの一例
「保育園・幼稚園のことを伝えるリーフレット」（5言語／日本語併記）

出典：かながわ国際交流財団「外国人住民のための子育て支援サイト」より

https://www.kifjp.org/child/supporters#hoiku
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まとめ

（１）日本語教育の参照枠における「言語教育観」
‣社会参加・自己実現のための日本語学習
‣行動中心アプローチ・課題遂行を目標とした学習活動
‣日本語で行うことだけを押し付けない（必要に応じて柔軟に
  多言語対応も）

（２）「生活Can do」に基づいた日本語教育プログラムデザイン
‣学習目標とする
‣教室活動の参考にする（学習を教室の外へ広げる）
‣行政や他の関連機関との連携のヒントとする
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